
昨年の満開時に撮影したものです。昨年の満開時に撮影したものです。
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一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
私
は
、
議
員
の
皆
様
の

ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
湯
河
原
町

議
会
議
長
の
要
職
を
賜
り
ま
し
た
。

そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と

も
に
、
微
力
な
が
ら
最
善
を
尽
く
し

て
職
務
の
遂
行
に
ま
い
進
い
た
す
べ
く
、

心
を
あ
ら
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
た
ち
湯
河
原
町
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
県
西
地
域
２
市
８
町
で
調
査
・

検
討
を
行
っ
て
い
る
合
併
検
討
会
や
、

県
下
で
も
最
も
高
い
状
況
に
あ
る
高

齢
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
幾
多
の
重

要
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
分
権
時
代

の
到
来
に
よ
り
、
私
た
ち
の
地
域
の

問
題
は
自
分
た
ち
で
選
択
、
決
定
し
、

そ
の
結
果
に
つ
い
て
も
自
分
た
ち
で

責
任
を
負
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
様
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
的
確
な
施
策
の
推
進
に
向

け
議
論
を
存
分
に
行
い
、
皆
様
の
ご

期
待
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
透
明
性
の
高
い
、
開
か
れ
た

議
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、
誠
心
誠
意

努
力
す
る
と
と
も
に
、
私
ど
も
の
最

高
規
範
で
あ
り
ま
す
議
会
基
本
条
例

の
理
念
に
基
づ
き
、
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
湯
河
原
町
議
会
副
議
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
こ
と
は
、
こ
の
う
え
も
な
く
光
栄
に
存
じ
ま
す

と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
国
と
地
方
の
関
係
は
主
従
の
関
係
で

し
た
が
、
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ
れ
、
国
と
地

方
は
対
等
の
関
係
に
変
わ
り
、
地
方
自
治
体
は
特
色

あ
る
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

土
屋
議
長
の
も
と
、
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
最
大
限

に
広
聴
し
、
意
見
を
町
政
に
と
ど
け
、
政
策
に
反
映

で
き
る
よ
う
、
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



ルールを守って明るい政治 3ない運動 政治家は有権者に寄付を贈らない！

3

　
平
成
20
年
第
１
回
湯
河
原
町
議
会
「
３
月
定
例
会
」
は
、

２
月
14
日
か
ら
会
期
19
日
間(

本
会
議
開
催
４
日
間)

に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、

条
例
、
補
正
予
算
、
新
特
別
会
計
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
議

案
29
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
度
の
各
会
計
予
算

は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
　

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び

公
営
企
業
会
計
予
算
は
、
歳
入
・

歳
出
の
内
容
や
事
業
の
目
的
と

そ
の
効
果
等
に
つ
い
て
、
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
日
間
に
わ
た
る
慎
重
な
審

査
の
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
の

予
算
は
原
案
の
通
り
可
決
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

（
委

員

長
）
長
谷
川
俊
子

（
副
委
員
長
）
露
木
　
寿
雄

（
委
　
　
員
）
高
橋
　
延
幸

　
　
　
　
　
　
室
伏
　
重
孝

　
　
　
　
　
　
土
屋
　
誠
一

　
　
　
　
　
　
北
村
　
礒
江

　
　
　
　
　
　
小
澤
　
眞
司

　
　
　
　
　
　
松
野
　
　
満

　
　
　
　
　
　
北
村
　
幸
則

　

人  

事  

案  

件

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　
飛
田
功
さ
ん
と
深
澤
昌
光

さ
ん
を
法
務
大
臣
に
推
薦
す

る
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
法

の
規
定
に
よ
り
、
同
意
し
ま

し
た
。

 

自
治
功
労
者
表
彰

　
丸
山
孝
夫
議
員
は
、
町
村
議

会
議
員
と
し
て
27
年
以
上
在
職

し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
顕
著

な
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表

彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
村
礒
江
議
員
は
、
町
村
議

会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職

し
、
地
方
自
治
の
発
展
に
顕
著

な
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら
表

彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
20
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

特

別

会

計

一 般 会 計

国民健康保険事業

下 水 道 事 業 �

老 人 保 健 医 療 �

介 護 保 険 事 業 �

介護サービスセンター事業�

公共用地先行取得事業�

後期高齢者医療�

水 道 事 業

温 泉 事 業

　 合 　 　 　 計 　

会　 計　 名 平成20年度

(A)
平成19年度

(B)

比　　較

企
業
会
計

増減額
(A)－(B)

前年度比
(A)／(B)％

99.99

96.71

79.11

9.73

108.04

－

596.43

－

101.61

100.63

87.63

△100万円

△1億2,400万円

△3億2,900万円

△22億5,680万円

1億3,720万円

　　　△1,440万円

1,390万円

2億9,560万円

1,100万円

200万円

△22億6,550万円

77億3,700万円

37億7,300万円

15億7,500万円

25億円

17億  600万円

　　　1,440万円

280万円

0

6億8,200万円

3億1,700万円

183億  720万円

77億3,600万円

36億4,900万円

12億4,600万円

2億4,320万円

18億4,320万円

0

1,670万円

2億9,560万円

6億9,300万円

3億1,900万円

160億4,170万円

（備考） 企業会計は、収益的支出と資本的支出の合算額を予算規模として表示しています。
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②
子
育
て
支
援
事
業
の
見
込
み
と
介

護
予
防
事
業
に
つ
い
て

③
地
域
で
独
自
に
推
進
す
る
教
育
制

度
の
取
組
み
に
つ
い
て

④
行
財
政
改
革
及
び
財
政
再
建
に
つ

い
て

⑤
ゆ
が
わ
ら
元
気
回
復
プ
ラ
ン
を
実

現
す
る
た
め
の
考
え
に
つ
い
て

　
　
半
川
義
輝
議
員
　

　
　
平
成
20
年
度
に
冨
田
町
長

　
　
が
掲
げ
る
「
ゆ
が
わ
ら
元

　
　
気
回
復
プ
ラ
ン
」
の
５
つ

の
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
、
『
少

子
高
齢
化
に
対
応
し
た
、
安
心

で
き
る
保
健
・
福
祉
の
仕
組
み

を
つ
く
る
』
た
め
の
施
策
の
う

ち
、

①
子
育
て
支
援
事
業
の
給
付
金

支
給
に
つ
い
て
は
、
財
源
の
捻

出
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。
ま
た
、
こ
の
事
業
に
よ

る
町
へ
の
長
期
的
な
波
及
効
果

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
か
。

②
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
に
行
う
、
門
川
会
館
の
改
修

工
事
に
伴
い
、
各
会
館
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
ど
う
考
え
て
い

ま
す
か
。
例
え
ば
、
利
用
者
の

元
の
農
産
物
の
知
名
度
向
上
に

つ
な
が
る
広
報
活
動
へ
の
支
援
、

そ
し
て
新
た
な
直
売
所
開
設
の

可
能
性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

④
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
で

は
、
防
災
対
策
と
し
て
、
町
施

設
の
整
備
や
消
防
防
災
資
機
材

の
備
蓄
・
整
備
・
更
新
を
進
め

ま
す
。
子
供
た
ち
を
地
震
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
湯
河
原
・
吉

浜
両
小
学
校
の
耐
震
大
規
模
改

修
工
事
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

中
学
校
の
耐
震
大
規
模
改
修
工

事
に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
い
、

保
育
園
へ
は
、
地
震
発
生
を
事

前
に
知
ら
せ
る
緊
急
地
震
速
報

の
受
信
機
を
設
置
し
ま
す
。

　
防
犯
対
策
と
し
て
は
、
小
学

校
新
入
生
へ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
の

配
付
、
防
犯
灯
の
設
置
及
び
維

持
管
理
事
業
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
警
察
や
防
犯
協
会
等
の

協
力
を
得
て
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
防
災
防
犯
や
各
種
行
政
情

報
等
を
確
実
に
い
ち
早
く
お
知

ら
せ
で
き
る
、
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

①
（
仮
称
）
観
光
戦
略
会
議
と
湯
河

原
駅
前
ト
イ
レ
の
大
規
模
改
修
に
つ

い
て

地
域
の
農
業
を
中
心
と
し
た
活

性
化
、
休
日
等
に
発
生
す
る
渋

滞
の
緩
和
、
災
害
時
に
お
け
る

道
路
網
機
能
の
強
化
が
図
ら
れ

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
関
係

機
関
と
協
力
し
早
期
開
通
を
目

指
し
ま
す
。

③
農
業
の
振
興
と
地
産
地
消
の

推
進
で
は
、
湯
河
原
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
直
売
所
及
び
真
鶴
駅

前
直
売
所
が
順
調
な
販
売
実
績

を
積
み
重
ね
て
お
り
、
こ
の
こ

と
が
生
産
意
欲
や
農
業
所
得
の

向
上
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
も

つ
な
が
り
、
地
域
の
活
性
化
を

進
め
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
は
、
地
産
地
消
推

進
事
業
を
設
け
、
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
講
習
会
や
、
地

原
ま
で
２
時
間
以
上
か
か
り
、

一
般
通
行
車
両
だ
け
で
な
く
、

救
急
車
両
の
通
行
に
も
多
大
な

影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
の

経
験
か
ら
、
一
刻
も
早
く
広
域

農
道
の
整
備
を
進
め
て
い
く
べ

き
で
あ
り
ま
す
が
、
い
か
が
お

考
え
で
す
か
。

③
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
地

産
地
消
を
推
進
す
る
た
め
の
農

業
の
振
興
は
、
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

④
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策

を
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
①
今
年
度
の
地
域
水
源
林

　
　
整
備
事
業
で
は
、
町
有
林

　
　
私
有
林
を
合
わ
せ
た
3.5
ha

の
針
葉
樹
の
間
伐
及
び
枝
打
ち

を
予
定
し
て
お
り
、
下
層
植
生

の
生
育
が
促
さ
れ
、
表
土
の
流

出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
保
水
力

が
高
ま
り
、
山
地
災
害
の
予
防

や
地
下
水
の
か
ん
養
な
ど
の
森

林
の
持
つ
機
能
が
高
ま
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
広
域
農
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
第
１
期
工
事
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
22
年
度

か
ら
の
第
２
期
工
事
完
成
後
に

は
、
周
辺
地
域
の
農
作
業
と
生

産
物
流
通
の
利
便
性
が
向
上
、

　
総
括
質
問
は
、
各
代
表
と
も

２
問
以
上
あ
り
ま
し
た
が
、
紙

面
の
都
合
上
そ
れ
ぞ
れ
１
問
を

掲
載
し
ま
し
た
。

　
町
長
の
所
信
表
明
　

　
に
対
す
る
総
括
質
問

　
　
土
屋
誠
一
議
員

 
 

　
平
成
20
年
度
に
冨
田
町
長 

  

　
　
が
掲
げ
る
「
ゆ
が
わ
ら
元

　
　
気
回
復
プ
ラ
ン
」
の
５
つ

の
基
本
目
標
の
ひ
と
つ
、
『
自

然
環
境
を
保
全
し
、
安
全
で
快

適
な
生
活
環
境
を
実
現
す
る
』

た
め
の
施
策
の
う
ち
、

①
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
し
た

「
地
域
水
源
林
整
備
事
業
」
の

平
成
20
年
度
の
実
施
内
容
と
そ

の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

②
昨
年
の
台
風
９
号
で
国
道
１

３
５
号
が
被
害
を
受
け
通
行
が

で
き
な
く
な
り
、
そ
の
影
響
で

旧
道
が
非
常
に
混
雑
し
、
小
田

総
括
質
問

回答

質問質問

公
明
党
代
表

質問質問

創
政
研
代
表
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館
は
、
教
育
施
設
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
無
料
の
原
則
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
施
設
の
性
格

上
、
非
常
勤
を
含
め
た
町
職
員

で
運
営
を
し
て
き
た
経
過
が
あ

り
ま
す
が
、
一
部
委
託
に
よ
る

人
員
配
置
が
な
じ
む
か
ど
う
か
、

利
用
者
の
意
向
や
他
市
町
の
動

向
、
財
政
面
の
問
題
等
も
勘
案

し
た
中
で
整
理
、
研
究
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
「
温
泉
場
区
振
興
事
業
助
成

金
」
に
い
て
は
、
昭
和
60
年
５

月
に
温
泉
場
区
と
町
が
覚
書
を

締
結
し
、
か
つ
て
温
泉
場
区
が

所
有
し
て
い
た
「
旧
こ
ご
め
の

湯
」
の
土
地
建
物
、
駐
在
所
用

地
、
万
葉
公
園
用
地
、
源
泉
等

を
町
が
無
償
で
譲
り
受
け
、
現

在
の
「
こ
ご
め
の
湯
」
が
開
業

に
至
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
「
旧

こ
ご
め
の
湯
」
の
収
益
相
当
分

の
２
５
０
万
円
を
助
成
し
て
き

た
も
の
で
す
。
根
拠
と
な
る
書

類
と
し
て
覚
書
は
あ
り
ま
す
が
、

金
額
の
根
拠
に
つ
い
て
の
記
載

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
経

緯
等
を
勘
案
し
て
、
助
成
し
て

き
た
も
の
で
す
。

は
、
他
の
区
や
他
の
事
業
と
比

較
し
、
均
衡
を
失
す
る
の
で
は

な
い
の
か
と
考
え
ま
す
が
、
町

長
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　①
図
書
館
の
１
日
の
利
用
者
は
、

平
均
１
３
９
人
、
貸
出
冊
数
は
、

６
０
１
冊
と
な
っ
て
お
り
、
貸

出
業
務
の
ほ
か
に
、
利
用
者
か

ら
の
調
査
、
相
談
及
び
照
会
に

資
料
を
も
っ
て
応
じ
る
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
、
朗
読
会
、

年
齢
別
お
は
な
し
会
な
ど
の
館

内
業
務
の
ほ
か
、
町
内
３
小
学

校
へ
出
向
い
て
貸
出
を
行
う
学

校
巡
回
文
庫
、
保
育
園
、
病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
団
体
貸
出
、

乳
児
の
４
か
月
健
診
時
に
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
の
説
明
・
実
演
、

絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
及
び
視
覚
障

が
い
者
へ
の
音
訳
テ
ー
プ
宅
配

な
ど
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
図
書
館
の
運
営
は
、

司
書
４
名
を
含
む
職
員
５
名
と

非
常
勤
職
員
の
５
名
が
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
行
っ
て
お

り
、
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
体
制
を

維
持
し
た
ま
ま
で
、
開
館
の
時

間
延
長
を
実
施
す
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。
図
書

性
に
つ
い
て

②
ふ
れ
あ
い
農
園
を
更
に
有
効
利
用

す
る
施
策
と
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

に
つ
い
て

 

質
問
者
　
中
島
　
寛
議
員

①
図
書
館
の
開
館
時
間
を
朝
８

時
か
ら
夜
９
時
ま
で
、
開
館
日

を
年
末
年
始
と
図
書
整
理
日
等

を
除
い
て
毎
日
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
。
現
行
体
制
で

は
無
理
な
ら
ば
、
全
面
委
託
に

し
、
開
館
の
延
長
拡
大
を
実
施

す
れ
ば
、
住
民
の
利
便
性
向
上

に
大
い
に
効
果
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
そ
う
い
う
考
え
が

あ
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

②
温
泉
場
区
へ
温
泉
場
区
振
興

事
業
助
成
金
を
支
出
し
て
い
る

理
由
と
そ
の
根
拠
と
な
る
覚
書

等
が
あ
る
か
、
助
成
金
の
使
途

や
税
務
申
告
の
有
無
は
把
握
し

て
い
る
か
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
、
20
年

間
で
５
０
０
０
万
円
と
い
う
の

②
地
域
福
祉
の
充
実
を
図
る
た

め
に
行
う
、
門
川
会
館
の
改
修

工
事
に
伴
い
、
各
会
館
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
地
域
福
祉
会
館
と
し
て
９

会
館
を
管
理
し
て
い
ま
す
が
、

最
も
新
し
い
川
堀
会
館
で
も
25

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

い
ず
れ
も
老
朽
化
が
進
ん
で
き

て
い
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
は
、
門
川
会
館

の
改
修
に
合
わ
せ
て
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
に
や
さ
し
い
施
設
と

な
る
よ
う
、
玄
関
の
ス
ロ
ー
プ

化
、
手
す
り
の
設
置
、
階
段
昇

降
機
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

　
ま
た
、
鍛
冶
屋
会
館
に
つ
き

ま
し
て
は
、
障
が
い
者
の
方
の

利
用
も
多
く
、
駐
車
場
か
ら
玄

関
入
り
口
ま
で
の
手
す
り
に
つ

い
て
は
、
設
置
す
る
方
向
で
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　

（
そ
の
他
の
質
問
）

①
（
仮
称
）
観
光
戦
略
会
議
の
方
向

多
い
鍛
冶
屋
会
館
な
ど
は
、
駐

車
場
か
ら
の
入
り
口
の
階
段
に

手
す
り
を
付
け
れ
ば
、
危
険
な

思
い
を
し
て
車
道
か
ら
出
入
り

し
な
く
て
も
済
み
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
整
備
を
進
め
る
お
考

え
が
あ
る
か
、
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　
　
①
子
育
て
支
援
の
給
付
金

　
　
事
業
は
、
既
に
実
施
し
た
、

　
　
町
長
・
教
育
長
の
報
酬
引

き
下
げ
、
副
町
長
を
置
か
な
い

こ
と
、
ま
た
、
収
入
役
制
度
の

廃
止
に
伴
う
報
酬
の
削
減
、
現

在
支
給
さ
れ
て
い
る
地
域
手
当

に
つ
い
て
、
国
の
基
準
に
合
致

す
る
よ
う
見
直
し
、
平
成
22
年

４
月
か
ら
支
給
し
な
い
こ
と
、

町
職
員
数
に
つ
い
て
、
退
職
不

補
充
を
基
本
に
４
年
間
で
10
％

を
目
標
に
削
減
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
財
源
の
確
保
を
図
り
、

高
齢
化
の
進
む
本
町
に
お
い
て
、

少
子
化
対
策
と
し
て
、
出
生
率

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
若

い
人
た
ち
が
定
着
し
、
子
ど
も

が
産
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
、
町

の
人
口
を
増
や
し
、
活
性
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

一
般
質
問

回答
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等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

監
視
・
指
導
を
徹
底
し
、
安
全

性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問
者
　
小
澤
眞
司
議
員

　　
今
年
10
月
か
ら
、
県
の
小
児

医
療
費
助
成
制
度
の
改
正
に
よ

り
、
対
象
年
齢
を
現
行
の
３
歳

未
満
か
ら
、
小
学
校
就
学
前
児

童
ま
で
に
引
き
上
げ
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
３
歳
か
ら
小
学
校

就
学
前
ま
で
の
児
童
に
つ
い
て

は
、
通
院
の
場
合
、
１
回
２
０

０
円
の
負
担
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
医
療
費
の
無
料
化
に
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
町
が
次

の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
提

案
し
ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え

を
お
伺
い
し
ま
す
。

(1)
有
料
の
金
額
を
町
が
負
担
し
、

就
学
前
ま
で
の
医
療
費
の
無
料

化
を
図
る
こ
と

(2)
２
０
０
８
年
10
月
か
ら
の
実

施
を
、
４
月
か
ら
町
単
独
で
実

施
す
る
こ
と

(3)
県
の
制
度
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
、
中
学
校
卒
業
ま
で
に
引

き
上
げ
る
こ
と

れ
て
い
ま
す
。

　②
平
石
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
が
計
画

し
て
い
る
の
は
、
「
科
学
技
術

に
関
す
る
研
究
・
試
験
」
で
あ

り
、
使
用
す
る
薬
品
は
33
種
類
、

１
日
の
総
排
水
量
は
0.
21
ト
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
許
可
の
権
限
を
持
つ
神
奈
川

県
で
は
、
研
究
所
に
対
し
、
誠

意
を
持
っ
て
住
民
の
方
に
対
応

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
指
導

を
し
て
お
り
、
町
で
も
同
様
の

お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
多
く
の
住
民
の
方
が

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
十

分
承
知
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

直
接
、
指
導
・
監
督
す
る
立
場

で
あ
る
神
奈
川
県
と
緊
密
に
情

報
交
換
を
行
い
、
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
水
質
汚
濁
防
止
法
及

び
神
奈
川
県
生
活
環
境
の
保
全

が
あ
り
、
町
内
の
他
の
地
区
で

は
報
道
さ
れ
る
震
度
よ
り
強
く

感
じ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
10
月
１
日
未
明
の
、
箱

根
町
を
震
源
と
す
る
地
震
で
は
、

近
隣
市
町
に
比
べ
低
く
報
道
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
災
害
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

時
の
町
職
員
の
事
前
配
備
基
準

を
報
道
の
震
度
３
へ
、
１
号
配

備
を
震
度
４
へ
そ
れ
ぞ
れ
変
更

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
移
設
に
つ
い
て

気
象
庁
へ
打
診
を
し
た
結
果
、

市
町
村
の
都
合
に
よ
る
移
設
に

は
応
じ
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
、

別
に
増
設
す
る
場
合
に
は
、
町

が
全
額
を
負
担
し
、
そ
の
金
額

は
８
７
０
数
万
円
に
な
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
か
ら
運
用

が
始
ま
り
ま
し
た
緊
急
地
震
速

報
は
、
震
源
に
近
い
観
測
点
の

震
度
計
で
捉
え
ら
れ
た
初
期
微

動
を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
解
析

処
理
に
よ
り
、
震
源
の
位
置
及

び
地
震
の
規
模
を
推
定
す
る
も

の
で
、
テ
レ
ビ
等
の
一
般
利
用

の
場
合
、
最
大
震
度
が
５
弱
以

上
と
推
定
さ
れ
る
地
震
の
際
に
、

震
度
４
以
上
の
地
域
名
を
強
い

揺
れ
が
来
る
前
に
知
ら
せ
る
も

の
で
、
被
害
の
軽
減
が
期
待
さ

 

質
問
者
　
丸
山
孝
夫
議
員

①
最
近
、
気
象
庁
は
震
度
５
弱

以
上
の
地
震
に
つ
い
て
緊
急
地

震
速
報
の
提
供
を
始
め
ま
し
た

が
、
観
光
会
館
に
設
置
し
て
い

る
震
度
計
は
、
こ
の
地
の
地
盤

が
固
い
た
め
、
仮
に
震
度
５
弱

以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合

で
も
、
震
度
４
と
い
う
数
値
が

出
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
速
報

シ
ス
テ
ム
が
利
用
で
き
な
い
と

考
え
ま
す
。
町
民
の
安
全
を
守

る
た
め
、
設
置
場
所
の
移
転
を

す
る
お
考
え
が
あ
る
か
、
町
長

に
伺
い
ま
す
。

②
平
石
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
の
設
置

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
川
・

海
の
汚
染
、
将
来
の
水
産
業
へ

の
影
響
な
ど
、
ゆ
た
か
な
水
資

源
と
自
然
を
誇
り
と
す
る
、
観

光
地
湯
河
原
の
根
幹
に
関
わ
る

問
題
と
考
え
ま
す
。
町
民
の
生

命
、
財
産
、
生
活
形
態
を
維
持

し
、
自
然
を
保
持
す
る
立
場
か

ら
、
こ
の
問
題
に
ど
う
対
応
さ

れ
る
か
、
町
長
の
お
考
え
を
伺

い
ま
す
。

　①
本
町
の
震
度
は
近
隣
市
町
に

比
べ
、
低
く
発
表
さ
れ
る
場
合

　
助
成
金
の
使
途
に
つ
き
ま
し

て
は
、
温
泉
場
区
事
業
の
観
光

関
係
経
費
を
は
じ
め
と
し
た
自

治
会
活
動
費
に
財
源
充
当
さ
れ

て
お
り
、
温
泉
場
区
で
監
査
を

実
施
し
、
町
は
、
補
助
事
業
実

績
報
告
書
で
確
認
を
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
税
務
申
告
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
ご
め
の
湯
の
食
堂

等
の
収
益
事
業
が
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
区
の
会
計
と
分
け
て
、

適
正
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
議
員
控
え
室
の
分
煙
化
に
つ
い
て
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給
付
金
を
支
給
す
る
「
子
育
て

支
援
給
付
金
」
の
制
度
内
容
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
環
境
・
観
光
産
業
常
任
委
員

会
の
委
員
に
も
意
見
を
伺
い
ま

し
た
。

(4)
湯
河
原
町
ヘ
ル
シ
ー
プ
ラ
ザ

指
定
管
理
者
と
の
協
定
に
つ
い

て○
主
な
報
告
事
項

(1)
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
つ
い
て

　
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
、

町
民
の
皆
様
に
提
供
す
る
防
災
・

防
犯
情
報
や
観
光
情
報
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
な
ど
の
情
報
発
信
を

行
う
「
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
の
概
要
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
５
月
１
日
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

(2)
県
西
地
域
合
併
検
討
会
の
取

組
状
況
等
に
つ
い
て

　
湯
河
原
町
を
含
め
た
県
西
地

域
の
２
市
８
町
で
調
査
・
研
究

を
行
っ
て
い
る
県
西
地
域
合
併

検
討
会
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

(3)
県
立
湯
河
原
高
等
学
校
の
跡

地
に
つ
い
て

業
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
県
の
制
度
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
て
、
一
律
に
助
成
す

る
こ
と
は
、
財
政
上
厳
し
く
、

県
の
要
綱
ど
お
り
運
用
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

・
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
に
つ
い
て

　
総
務
文
教
・
福
祉
常
任

　
委
員
会

○
主
な
所
管
事
務
調
査

(1)
平
成
19
年
度
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
（
試
算
）
に
つ
い
て

(2)
平
成
19
年
度
１
月
末
町
税
等

収
納
状
況
に
つ
い
て

(3)
湯
河
原
町
子
育
て
支
援
給
付

金
（
案
）
に
つ
い
て

　
少
子
化
対
策
、
子
育
て
環
境

の
充
実
を
図
る
た
め
、
第
３
子

以
降
の
子
ど
も
の
誕
生
か
ら
小

学
校
入
学
ま
で
の
期
間
、
子
ど

も
の
成
長
に
応
じ
て
３
種
類
の

点
か
ら
、
町
の
財
政
状
況
を
よ

く
見
極
め
な
が
ら
、
町
単
独
の

施
策
と
し
て
実
施
し
て
い
く
か
、

さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

(2)
の
２
０
０
８
年
10
月
か
ら
の

実
施
を
、
４
月
か
ら
町
単
独
で

実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

町
の
単
独
事
業
と
し
て
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す

の
で
、
そ
の
全
額
を
一
般
財
源

で
手
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
を
得

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
難
し
い

の
で
は
と
考
え
ま
す
。

(3)
の
県
の
制
度
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
、
中
学
校
卒
業
ま
で
に

引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
を

助
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
現

時
点
で
は
、
財
政
状
況
が
極
め

て
良
好
で
あ
る
自
治
体
だ
け
で

あ
り
、
現
行
の
制
度
に
お
い
て

も
、
医
療
費
が
高
額
と
な
る
入

院
費
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
卒

　　
昨
年
10
月
の
県
の
小
児
医
療

費
助
成
制
度
の
改
正
点
は
、
(ｱ) 

対
象
年
齢
を
現
行
の
３
歳
未
満

か
ら
、
小
学
校
就
学
前
児
童
と

す
る
こ
と
、
(ｲ) 
児
童
手
当
に
準

拠
し
て
い
る
所
得
制
限
を
、
児

童
手
当
特
例
給
付
の
基
準
と
し

て
緩
和
す
る
こ
と
、
(ｳ) 
通
院
１

回
２
０
０
円
、
入
院
１
回
１
０

０
円
の
一
部
負
担
金
を
導
入
す

る
こ
と
の
３
つ
で
な
っ
て
い
ま

す
。

(1)
の
有
料
の
金
額
を
町
が
負
担

し
、
就
学
前
ま
で
の
医
療
費
の

無
料
化
を
図
る
こ
と
の
提
案
で

す
が
、
現
在
、
こ
の
制
度
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
３
歳
未
満
の

児
童
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
ど

お
り
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
己
負
担
が
生
じ
る
の
は
、

対
象
年
齢
を
拡
大
し
た
、
３
歳

か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
児

童
で
、
通
院
の
場
合
、
こ
れ
ま

で
の
３
割
負
担
か
ら
１
回
２
０

０
円
の
負
担
で
診
察
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
負
担
は
軽

減
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

当
面
、
県
の
要
綱
ど
お
り
運
用

し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
小
学
校
就
学
前
ま

で
自
己
負
担
が
な
い
市
町
村
も

あ
り
、
次
世
代
育
成
支
援
の
観

委
員
会
だ
よ
り

委
員
会
だ
よ
り

総

務

文

教

・

福

祉

　
　
　
常
任
委
員
会

町長のまちづくりに対する思いや考
え、日々の活動などの生の声と各部
からのおしらせを配信

防災情報及び警察や学校からの防犯
情報を配信

町民の方に向けた行政情報を配信

町民の方・町外の方に向けた観光情報・
イベント情報、募集情報を配信

　メルマガ名称　

湯 っ た り ト ー ク

防 災 ・ 防 犯 情 報

暮らしのおしらせ

湯河原温泉だより

内　　　　　　　容

【メルマガの種類】
【パソコンからの登録ＵＲＬ】

http://www.town.yugawara.kanagawa.jp/

merumaga/p-merumaga.html

【携帯画面用登録画面のＵＲＬ】

http://www.town.yugawara.kanagawa.jp/

merumaga/m-merumaga.html

　　　　　　QRコードはこちらです
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っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

(4)
マ
リ
ン
ス
パ
あ
た
み
の
相
互

利
用
料
金
に
つ
い
て

　
マ
リ
ン
ス
パ
あ
た
み
の
利
用

料
金
が
、
４
月
５
日
以
降
、
割

引
に
な
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
（
両
市
町
は
、
相
互
利

用
の
施
設
を
割
引
料
金
で
利
用

で
き
ま
す
。
）

　
国
内
外
親
善
都
市

　
推
進
特
別
委
員
会

○
報
告
事
項

国
内
交
流
都
市
に
つ
い
て

　
今
後
の
国
内
交
流
都
市
に
つ

い
て
、
湯
河
原
町
と
ゆ
か
り
の

あ
る
「
千
葉
県
君
津
市
」
と
「
山

梨
県
上
野
原
市
」
の
２
市
の
概

要
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　
ま
た
、
平
成
10
年
６
月
か
ら

設
置
し
て
き
ま
し
た
本
委
員
会

は
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た

た
め
、
今
後
、
関
連
す
る
案
件

に
つ
い
て
は
、
総
務
文
教
・
福

祉
常
任
委
員
会
で
調
査
・
検
討

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
域
行
政
特
別
委
員
会
　

○
説
明
事
項

広
域
連
携
に
つ
い
て

　
現
在
、
広
域
行
政
と
し
て
連

携
し
て
い
る
真
鶴
町
、
熱
海
市

に
加
え
、
新
た
に
箱
根
町
と
の

広
域
連
携
に
つ
い
て
の
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

○
報
告
事
項

(1)
西
湘
バ
イ
パ
ス
延
伸
計
画
の

促
進
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　
渋
滞
の
激
し
い
西
湘
バ
イ
パ

ス
の
延
伸
計
画
の
実
現
に
向
け

て
、
県
が
調
査
を
開
始
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

(2)
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て

(3)
新
幹
線
ひ
か
り
号
の
増
発
に

つ
い
て

　 　
３
月
15
日
に
Ｊ
Ｒ
の
ダ
イ
ヤ

改
正
が
あ
り
、
小
田
原
駅
に
停

車
す
る
「
ひ
か
り
号
」
が
下
り

２
本
、
上
り
が
１
本
増
発
に
な

　
ポ
ン
プ
車
　
写
真

(3)
神
奈
川
県
消
防
広
域
化
推
進

計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て

　
県
が
平
成
19
年
度
に
策
定
中

の
「
消
防
広
域
化
策
定
計
画
」

に
基
づ
き
、
今
後
５
年
以
内
に

消
防
の
広
域
化
の
実
現
に
向
け

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
県
西
地
区
２
市
８
町

で
の
組
合
せ
に
よ
る
広
域
化
の

検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

(4)
水
道
事
業
施
設
整
備
計
画
に

つ
い
て

　
引
き
続
き
、
安
全
で
良
質
な

水
道
水
を
供
給
し
て
い
く
た
め
、

現
状
の
課
題
と
今
後
の
施
設
整

備
計
画
案
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
環
境
・
観
光
産
業

　
常
任
委
員
会

○
所
管
事
務
調
査

(1)
湯
河
原
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
指
定
管
理
者
と
の
協
定
に

つ
い
て

(2)
湯
河
原
町
こ
ご
め
の
湯
指
定

管
理
者
と
の
協
定
に
つ
い
て

○
主
な
報
告
事
項

(1)
平
成
19
年
中
に
消
防
本
部
で

取
り
扱
っ
た
災
害
概
況
に
つ
い

て　
平
成
19
年
中
に
消
防
本
部
で

取
り
扱
っ
た
火
災
、
救
急
、
救

助
の
件
数
等
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
ま
し
た
。
火
災
件
数
は
35

件
（
前
年
20
件
）
、
救
急
出
場

件
数
は
２
４
８
６
件
（
前
年
２

３
７
８
件
）
と
い
ず
れ
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

(2)
湯
河
原
町
消
防
団
本
部
本
部

員
設
置
要
綱
に
つ
い
て

　
消
防
団
員
数
の
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
退
団

す
る
正
副
分
団
長
を
、
消
防
団

本
部
本
部
員
と
し
て
再
任
用
し
、

消
防
団
の
支
援
に
当
た
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
県
立
湯
河
原
高
校
閉
校
後
の

跡
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
町

内
の
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た
内
容
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

(4)
平
成
19
年
度
予
算
執
行
状
況

に
つ
い
て

(5)
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上

償
還
等
に
係
る
財
政
健
全
化
計

画
及
び
公
営
企
業
健
全
化
計
画

に
つ
い
て

(6)
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て

(7)
町
有
地
（
理
想
郷
）
売
払
い

の
経
過
に
つ
い
て

(8)
不
動
産
競
売
事
件
に
係
る
配

当
異
議
請
求
事
件
に
つ
い
て

(9)
湯
河
原
町
立
幼
稚
園
の
預
か

り
保
育
に
つ
い
て

　
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て

実
施
す
る
町
立
福
浦
幼
稚
園
の

預
か
り
保
育
の
事
業
内
容
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

環
境
・
観
光
産
業

　
　
常
任
委
員
会

広

域

行

政

　

　
　
特
別
委
員
会

国
内
外
親
善
都
市

　
推
進
特
別
委
員
会
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者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
等
の
規
定
に
よ
り
、
町
が
行

う
事
務
の
内
容
、
保
険
料
の
徴

収
対
象
や
方
法
、
督
促
手
数
料

及
び
延
滞
金
の
額
、
不
正
行
為

に
対
す
る
罰
則
等
を
定
め
る
た

め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

  

条
例
の
改
正

◆
湯
河
原
町
国
民
健
康
保
険
条

例　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開

始
に
伴
う
も
の

◆
湯
河
原
町
育
英
奨
学
金
条
例

　
県
立
学
校
の
授
業
料
が
改
定

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の

◆
湯
河
原
町
駐
車
場
条
例

　
町
駐
車
場
の
管
理
内
容
の
変

更
に
伴
う
も
の

◆
湯
河
原
町
都
市
公
園
条
例

　
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
供
用
日
及
び
供
用
時
間
を

変
更
す
る
も
の

◆
湯
河
原
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
介
護
保
険
料
率
の
特
例
措
置

の
継
続
を
規
定
す
る
も
の

  

主
な
条
例
の

　
制
定
・
改
正

　

  

条
例
の
制
定

◆
湯
河
原
町
特
定
滞
納
者
に
対

す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例

　
町
税
等
の
滞
納
が
、
納
付
義

務
の
履
行
に
お
け
る
町
民
の
皆

さ
ん
の
不
公
平
感
を
阻
害
す
る

こ
と
を
考
慮
し
、
納
付
義
務
の

適
正
な
実
現
に
向
け
、
町
税
等

の
納
付
に
つ
い
て
著
し
く
誠
実

性
を
欠
く
滞
納
者
に
対
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
の
制

限
を
行
い
、
町
税
等
の
納
付
に

対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　
　

◆
湯
河
原
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
実
施
と

な
っ
た
長
寿
医
療
制
度(

後
期
高

齢
者
医
療
制
度)

に
関
し
、
高
齢

WC

WC

バスのりばバスのりば

友逢の鐘

寺屋敷跡

P

白銀
林道

白
銀
林
道

一
方
通
行

石碑石碑

美化センター

さつきの郷さつきの郷さつきの郷
星ヶ山公園星ヶ山公園星ヶ山公園

史上初の武家政権誕生へのステップ

源頼朝 「鎌倉幕府開運街道」の地、湯河原

シ
リ
ー
ズ
①
　

小
道
地
蔵
寺
屋
敷
跡

　
今
回
の
表
紙
の
星
ケ
山｢

さ
つ
き
の
郷｣

を
も
う
少
し
上
っ
て
い
っ
た

と
こ
ろ
に
、｢

小
道
地
蔵
寺
屋
敷
跡｣

が
あ
り
ま
す
。

　
１
１
８
０(

治
承
４)

年
８
月
、
約
三
百
騎
の
武
士
を
率
い
る
源
頼
朝

は
、
大
庭
景
親
ら
約
三
千
騎
の
平
氏
方
と
石
橋
山(

小
田
原
市)

で
の
合

戦
で
敗
れ
、
湯
河
原
町
内
の
山
中
を
さ
ま
よ
う
途
中
、
お
堂
を
発
見
し

た
。
そ
の
和
尚
、
純
海
は
、
頼
朝
一
行
を
床
下
に
隠
し
、
何
食
わ
ぬ
顔

を
し
て
座
禅
を
組
ん
で
い
た
。
そ
こ
へ
大
庭
軍
が
来
て
、
「
頼
朝
が
隠

れ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
純
海
は
責
め
ら
れ
、
息
絶
え
て
し
ま
う
。
頼
朝

が
床
下
か
ら
出
る
と
、
哀
れ
な
純
海
の
姿
が
あ
り
、
悲
し
み
の
涙
を
こ

ぼ
し
た
。

　
そ
の
涙
が
純
海
に
落
ち
、
純
海
は
息
を
吹
き
返
し
た
。
初
の
武
家
政

権
、
鎌
倉
幕
府
誕
生
後
、
頼
朝
は
い
ち
早
く
純
海
の
忠
誠
に
報
い
る
た

め
、
お
堂
を
建
て
、
頼
朝
山
小
道
寺
の
称
を
贈
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

Ｑ頼朝が湯河原近辺に滞在したのは何日くらい？
A 伊豆から湯河原に入ったのが8月20日、

石橋山の合戦が23日・24日、小道地蔵寺

屋敷での事件が25日、真鶴から千葉に逃

れたのは、28日なので、10日間程度。その

後、この敗戦からわずか１か月半後の10月

には、大軍を率いて鎌倉入りを果たした。
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氏名の横のかっこ

内数字は当選回数

①住所 ②当選回数 

③年齢 ④連絡先 

⑤所属政党 ⑥職業 

⑦所属委員会等

平成 20 年 6 月 1 日現在

山　本　俊　明　
　①吉浜1062番地
　②１回
　③29歳
　④62－4318
　⑤無所属
　⑥時計修理業
　⑦環境・観光産業常任委員会
　　広域行政特別委員会

やま　　  もと         とし         あき

佐　藤　　　恵　
　①鍛冶屋865番地の１
　②１回
　③59歳
　④63－5625
　⑤公明党
　⑥無職
　⑦総務文教・福祉常任委員会
　　広域行政特別委員会

  さ           とう                       めぐみ

室　伏　友　三　
　①宮上133番地の８
　②１回
　③59歳
　④62－3782
　⑤無所属
　⑥環境調査業
　⑦議会運営委員会
　　総務文教・福祉常任委員会
　　議会だより編集委員会

むろ　　  ふし         ゆう         ぞう

長谷川　俊　子　
　①宮上42番地の63
　②４回
　③64歳
　④63－5215
　⑤公明党
　⑥無職
　⑦副議長
　　議会運営委員会
　　環境・観光産業常任委員会
　　湯河原町真鶴町衛生組合議員

  は    せ   がわ         とし          こ

村　瀬　公　大　
　①土肥一丁目６番地の１
　②２回
　③27歳
　④27－3044
　⑤無所属
　⑥会社員
　⑦議会運営委員会
　　環境・観光産業常任委員会
　　広域行政特別委員会

むら           せ           こう         だい

露　木　寿　雄　
　①中央一丁目６番地９
　②２回
　③57歳
　④63－3935
　⑤無所属
　⑥飲食店経営
　⑦総務文教・福祉常任委員会副委員長
　　広域行政特別委員会委員長

つゆ           き           とし          お

中　島　　　寛　
　①土肥五丁目２番地の３
　②２回
　③58歳
　④63－3023
　⑤無所属
　⑥物書き
　⑦環境・観光産業常任委員会
　　議会だより編集委員会

なか         じま                         かん

室　伏　重　孝　
　①宮下466番地の２
　②３回
　③53歳
　④62－4088
　⑤無所属
　⑥農業
　⑦議会運営委員会
　　総務文教・福祉常任委員会委員長
　　広域行政特別委員会
　　議会だより編集委員会副委員長

むろ         ふし          しげ         たか

議席
１番

議席
２番

議席
３番

議席
４番

議席
５番

議席
６番

議席
７番

議席
８番



ルールを守って明るい政治 3ない運動 有権者は政治家に寄付を求めない！

11

審議した議案と各議員の賛否 （平成20年4月臨時会） ○は賛成、×は反対を表しています。土屋誠一議長は、採決に加わりません。
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・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高　橋　延　幸　
　①宮上458番地の17
　②３回
　③46歳
　④63－3737
　⑤無所属
　⑥会社役員
　⑦議会運営委員会委員長
　　環境・観光産業常任委員会副委員長
　　湯河原町真鶴町衛生組合議員

たか         はし         のぶ         ゆき

小　澤　眞　司　
　①吉浜276番地
　②３回
　③60歳
　④62－6484
　⑤日本共産党
　⑥農業
　⑦総務文教・福祉常任委員会
　　議会だより編集委員会委員長
　　湯河原町真鶴町衛生組合議員

  お           ざわ         しん           じ

内　藤　陽　子　
　①中央四丁目７番地４
　②３回
　③62歳
　④63－8498
　⑤無所属
　⑥不動産管理
　⑦議会運営委員会
　　環境・観光産業常任委員会委員長
　　議会だより編集委員会

ない         とう         よう           こ

松　野　　　満　
　①吉浜1232番地の１
　②８回
　③61歳
　④62－3544
　⑤無所属
　⑥農業
　⑦総務文教・福祉常任委員会
　　広域行政特別委員会
　　湯河原町真鶴町衛生組合議員

まつ           の                          みつる

杉　本　光　明　
　①宮上733番地の70
　②４回
　③64歳
　④63－3437
　⑤無所属
　⑥旅館業
　⑦総務文教・福祉常任委員会
　　広域行政特別委員会副委員長
　　湯河原町監査委員

すぎ         もと         みつ         あき

丸　山　孝　夫　
　①福浦301番地
　②９回
　③71歳
　④62－6350
　⑤無所属
　⑥多目的ホール経営
　⑦環境・観光産業常任委員会
　　議会だより編集委員会

まる          やま         たか          お

原　田　　　洋　
　①土肥四丁目１番地の23
　②４回
　③72歳
　④63－3400
　⑤無所属
　⑥会社社長
　⑦議会運営委員会副委員長
　　環境・観光産業常任委員会
　　湯河原町真鶴町衛生組合議長

はら           だ                          ひろし

土　屋　誠　一　
　①城堀74番地
　②４回
　③60歳
　④62－5630
　⑤無所属
　⑥農業
　⑦議長
　　総務文教・福祉常任委員会
　　広域行政特別委員会
　　湯河原町真鶴町衛生組合議員

つち           や           せい         いち

議席
10番

議席
11番

議席
12番

議席
14番

議席
９番

議席
13番

議席
15番

議席
16番

議
　
案
　
番
　
号

議　員　名

議 　案　 名

審

議

結

果

30

31

32

湯河原町手数料条例の一部改正について

平成20年度湯河原町一般会計補正予算（第１号）

湯河原町監査委員の選任について

可
決

可
決

同
意

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

山

本

俊

明

室

伏

友

三

村

瀬

公

大

中

島

　

寛

佐

藤

　

恵

長
谷
川
俊
子

露

木

寿

雄

室

伏

重

孝

高

橋

延

幸

内

藤

陽

子

杉

本

光

明

原

田

　

洋

小

澤

眞

司

松

野

　

満

丸

山

孝

夫
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傍
聴
の
ご
案
内

　
本
会
議
及
び
常
任
・
特
別
委
員
会
は
、

傍
聴
が
で
き
ま
す
。（
本
会
議
場
の
傍
聴

席
は
20
席
で
す
。
な
お
、
委
員
会
の
傍

聴
は
先
着
6
名
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

　
受
付
／
開
催
日
の
午
前
９
時
か
ら

　
場
所
／
第
１
庁
舎
２
階
　
議
会
事
務
局

６
月
議
会
日
程

６
月
10
日
（
火
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
11
日
（
水
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　
（
条
例
・
補
正
予
算
等
）

　
　
13
日
（
金
）

環
境
・
観
光
産
業
常
任

　
　
　
　
　
　
　
委
員
会

　
　
16
日
（
月
）
広
域
行
政
特
別
委
員
会

　
　
17
日
（
火
）
総
務
文
教
・
福
祉
常
任

　
　
　
　
　
　
　
委
員
会

　
　
20
日
（
金
）
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　
（
委
員
長
報
告
等
）

　
本
号
か
ら
編
集
委
員
会
委
員
の
構
成

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
の
活
動
を
分
か
り
や
す
く
お
伝

え
で
き
る
よ
う
、
委
員
一
同
編
集
に
取

り
組
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
委

員

長
 

小
澤
 

眞
司

　
副
委
員
長
　
室
伏
 

重
孝

　
委
　
　
員
　
室
伏
 

友
三
　
中
島
 

　
寛

 
 
 
 
 
 

内
藤
 

陽
子
　
丸
山
 

孝
夫

○は賛成、×は反対を表しています。原田洋議長は、採決に加わりません。

議
　
案
　
番
　
号

議　員　名

議 　案　 名

審

議

結

果

青

木

昭

久

北

村

幸

則

丸

山

孝

夫

松

野

　

満

小

澤

眞

司

北

村

礒

江

杉

本

光

明

長
谷
川
俊
子

半

川

義

輝

土

屋

誠

一

室

伏

重

孝

高

橋

延

幸

露

木

寿

雄

内

藤

陽

子

中

島

　

寛

村

瀬

公

大

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

議員提出１

湯河原町特定滞納者に対する特別措置に関する条例の制定について

湯河原町後期高齢者医療に関する条例の制定について

湯河原町国民健康保険条例の一部改正について

湯河原町育英奨学金条例の一部改正について

湯河原町駐車場条例の一部改正について

湯河原町都市公園条例の一部改正について

湯河原町部設置条例の一部改正について

湯河原町介護保険条例の一部を改正する条例の一部改正について

平成19年度湯河原町一般会計補正予算（第５号）

平成19年度湯河原町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

平成19年度湯河原町下水道事業特別会計補正予算（第４号）

平成19年度湯河原町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

平成19年度湯河原町介護サービスセンター事業特別会計補正予算（第１号）

平成19年度湯河原町水道事業会計補正予算（第２号）

平成20年度湯河原町一般会計予算

平成20年度湯河原町国民健康保険事業特別会計予算

平成20年度湯河原町下水道事業特別会計予算

平成20年度湯河原町老人保健医療特別会計予算

平成20年度湯河原町介護保険事業特別会計予算

平成20年度湯河原町公共用地先行取得事業特別会計予算

平成20年度湯河原町後期高齢者医療特別会計予算

平成20年度湯河原町水道事業会計予算

平成20年度湯河原町温泉事業会計予算

町有地の売払いについて

工事委託変更契約の締結について（町道宮下26号線・第１宮下跨線橋耐震補強等工事）

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

湯河原町学校設置条例の一部改正について

工事委託変更契約の締結について（浄水センター施設改築更新・汚泥処理設備増設工事）

湯河原町議会委員会条例の一部改正について

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

同
意

同
意

可
決

可
決

可
決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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